
【開催日】 2025年3月11日（火） 18:30～19:30
【形　式】 ハイブリッド開催（会場+オンライン）
【出席者】 65名 23名

※回答者割合は下記グラフのとおり

【出席者　内訳】

大学 みなと
佐世保市
総合

諫早
総合

原爆
佐世保
中央

島原
長崎
医療

他施設 合計

医師・歯科医師 13 0 1 1 0 0 0 0 5 20

薬剤師 1 0 0 1 0 0 0 0 6 8

看護師 15 0 0 1 0 0 3 2 3 24

臨床検査技師 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

MSW 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

作業療法士 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

管理栄養士 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

事務職員 3 0 0 0 0 0 1 1 0 5

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

合計 37 0 1 3 0 0 4 3 17 65

【時　間】

【回答者】

2024年度　第4回長崎県がん診療連携拠点病院研修会
アンケート調査結果

職 種
施設名



【今回の講演について】
①よかったところ
・看護師から見ると少し難しく感じる内容もありましたが、それでもわかりやすくがん診療の現状について知ること
　ができました（看護師）
・免疫チェックポイント阻害剤の有害事象と最新の肺がん薬物療法を理解することができた（看護師）
・一般的ながんの薬物療法が体系的に理解できた（薬剤師）
・化学療法やICIにおける注意点に関してわかりやすく説明していただき勉強になった（作業療法士）
・がん治療での経過で効果がどれほどあるのか、どんな治療が経過されてきたか知ることができた（看護師）
・がん薬物療法の基本から最新治療までわかりやすく受講しやすかった（看護師）
・化学療法の基本的な事から最新情報まで幅広く講演して頂き、臨床でも活かせそうな内容で非常にためになり
　ができました（看護師）
・irAEについて再確認できた（医師）
・わかりやすかった（事務職員）
・がん治療の最新情報や注意点について学ぶことができてよかったです（看護師）
・非常にわかりやすかったです（看護師）
・各講師の講演時間は短めで、わかりやすかった（歯科医師）
・聞きやすく分かりやすかった（薬剤師）
・検査依頼を受けて、外注しているAMOYやPDL1がどういうふうに作用しているのか、分かりやすく説明いただいた
　ところや、普段聞けない副作用の話を聞けて良かったです（臨床検査技師）
・基本的なことから最新の情報まで幅広くきけてよかった（看護師）
・irAEでどのようなところを観察していけばいいのかを学べてよかったです（看護師）
・最新薬物治療の有害事象に関する情報を知れたこと（保健師）
・抗がん剤の廃棄について、やはり高額になっており、それを回避するための対策を進めているところが知ることが
　できてよかったです。患者の何気ない一言が実は副作用だったという事例には、患者の発言に注意深く耳を傾けなけ
　ればならないと感じました。肺がん領域での治療の進化についていけてないので、今回のような説明のおかげで知識
　が増えて助かりました。薬局勤務ですが、がん患者のフォローアップを行い、早い段階で副作用に気づけるように
　頑張りたいと改めて思いました（薬剤師）
・基礎の部分から後援していただき、勉強になりました（医師）
・資料が充実しており、事前配布されているのもよかった。基礎から応用まで幅広くカバーされていた（医師）
・どれもわかりやすくまとまっていました（医師）

②気になったところ
・治療方法や分子標的薬等が新しいものが使えることが理解できた（薬剤師）
・根治可能性の理解に関して、まだわかっていない事も多いかと思うが、リハビリ職も患者の精神面を支えていく
　必要性を改めて感じた（作業療法士）
・アミバンタマブの皮疹対策（看護師）
・開始時間（事務職員）
・電話相談が要注意というお話がありましたが、情報を得たスタッフが危機感を持って対応し、いつでもに情報共有
　できるシステム構築が大切なのではないかと思いました（看護師）
・副作用が回避できた具体的な症例も知りたいと思った（薬剤師）



・HER2が肺ガンのパネルに入っていたので、これだけが陽性になった場合は転移なのか原発なのかで、この先の
　治療やお薬の内容が変わってくるのか気になりました（臨床検査技師）
・患者に対する医療側の説明と患者の理解の乖離がないよう、医療側の説明時間と患者の生活背景を把握する時間
　の確保が、現状、十分出来ているのかな、と講演を聞きながら思いました。有害事象の早期発見が、
　必須ながん治療なので（保健師）
・回避可能な抗がん剤の廃棄を減らす取組が進んで、これが数字に表われることを期待します。irAEの発見はなかなか
　難しいなあと以前より感じております。どの領域でも治療の進歩が進んでおり、取り残されないように今後もこう
　言った機会があれば参加したいです（薬剤師）
・これだけのボリュームでは1時間でおさめるのは厳しいと思います（医師）

③講演に関する要望
・少し開始が早いかとは思いました（薬剤師）
・いつも行っている業務のその先の理解が深まる今回のような内容だと嬉しいです（臨床検査技師）
・最新治療について、引き続き、お願いします（保健師）
・今後も参加させていただきたいので、開催の際には薬局薬剤師向けにも周知をお願いします（薬剤師）

◆次回の講演で希望すること（内容、場所、日時など）
・本日と同様の設定でいいと思いました（看護師）
・開始が19時以降ならなおよいと思います（薬剤師）
・引き続きWeb受講（事務職員）
・今後もオンラインも並行して開催いただけると助かります（看護師）
・副作用回避に多職種が関わった例　開催日時も今回と同じでよいと思った（薬剤師）
・遠方で仕事しているので、今回のようにZoomでの参加希望です（臨床検査技師）
・実は１８時半まで勤務のことも多く、時間的にはもうちょっと遅いほうがいいんですが、院内の先生方やスタッフ
　などの勤務体制より、この時間が一番遅くにしてくれた時間なのかなあと思っています（薬剤師）
・様々ながん種の講演（医師）

◆がん診療センターに対するご要望をご記入ください
・研修の企画、運営をありがとうございます。どの企画も大変勉強になります（看護師）
・今後とも連携方宜しくお願い致します（看護師）
・有意義な研修会を開催していただき、ありがとうございました（看護師）
・今後もがんにかかわる情報をご教授ください（薬剤師）
・日々情報は進歩しているのに、学ぶ機会がなかなかないので、毎日忙しい中勉強会をご準備くださりとてもありが
　たく思っております。普段取り扱っている業務内容や新しい検査のしくみを今回のように分かりやすい形で、学ぶ
　機会を得ることは、自施設の先生方とのコミュニケーションを深めることにもつながり、業務連携もスムーズになり
　1人のコメディカルとしてとてもありがたいです。これからもよろしくお願いします（臨床検査技師）
・講演ありがとうございます、時間調整しながら、引き続き、参加したいです。医療機関に従事する看護職のみならず、
　行政の看護職も業務に生かせると思いました、今後ともよろしくお願いします（保健師）
・保険薬局勤務なのですが、全員にフォローアップしていくわけにはいかず、新しい治療開始、状態が気になる患者に
　フォローアップをできる範囲で行っています。取りこぼしがあるかもしれないので、この患者にはフォローアップ
　してといった指示があれば、取りこぼしが減ると感じています（薬剤師）
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